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斜里海岸における地表性 甲虫の分布と砂丘 ・砂浜

植物の帯状分布について

北海道斜里高等学校生物部

生物部 では私達の住んでいる斜里地方での地表

性甲虫の分布 について4年 間、さちに概 日周期(サ
ーカデ ィアン ・リズム)に ついては2年 間にわた

って研究 してきた。前年は野外調査 を追試するた

めに、地表性甲虫の室内飼育観察 を行ない、特に

カクスナゴミムシダマシの概 日リズムと食性 につ

いて成果が得 られている。

1981年 は斜里海岸 にお』ける地表性甲虫 と植生と

の関係 をテーマにして、野外調査 を行なった。さ

らにこの時の植生調査 をきっかけとして、砂丘 ・

砂浜植物の帯状分布はどのようになっているのか

ということについて興味 をもち、方形 わくによる

測定法によって植物群落調査 を行なった。

1.地 表性甲虫の分布と植生

調査方法

A.調 査地

調査は斜里町以久科原生花園(北 緯43Q9く 東経

144。9')で 行なった(図1)。 ここは北 にオホー

ツク海があり、海岸 から内陸 に向かって二列の海

岸砂丘がある。

表1.調 査 期 間

採集時間

採集期間

査
開
始

調

□o□闘 ■■o日o0
1517192123 13 57911時

調
査
終
了

1回 目 6月6日(土) ～ 6月7日(日)

2回 目 6月13日(土) ～ 6月14日(日)

3回 目 6月20日(土) ～ 6月21日(日)

4回 目 6月27日(土) ～ 6月28日(日)

5回 目 7月4日(土) ～ 7月5日(日)

B.調 査期間

1981年6月6日 から7月5日 までの、毎週土曜

日から日曜 日にかけて連続5回 の野外調査 を行な

った(表1)。

C.甲 虫の採集方法

甲虫の採集は トラップ法で行ない、餌は糖蜜 と

腐肉の2種 類 を用いた。汀線 より内陸への31mま

では植物 が生えていないため、この区間には トラ

ップを仕掛 けなかった。この31mを 基点 として二

列の海岸砂丘に向けて86mの 基線 を設けた。基点

から2mの 四方の中に糖蜜 と腐肉の トラップを交

9F

図1.調 査地(A;地 表性甲虫,B;砂 丘 ・砂浜植物,国 土地理院1/2万5千 図「斜里」使用)
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図2.規 則 的 な帯 状 トラ ップ

互 に な る よ うに し、計86個 の トラ ッ プ を仕 掛 け た。

Nα0、2、4… …82、84の トラ ップ に は糖 蜜 、Nd、

3、5… …83、85の トラ ップ には 腐 肉 を入 れ た。(図

2)。

採 集 の 間 隔 は2時 間 お きに し24時 聞 で12回 採 集

した 。 な お捕 獲 した 甲 虫 は種 の 同定 と飼 育 の た め

持 ち帰 っ た 。

D.植 物 群 落調 査

調 査 日は地 表 性 甲 虫 の 調 査 を した3回 目 と4回

目 に甲 虫 の 捕 獲 と並 行 して行 な った 。 植 物 群 落 調

査 は 沼 田真 編(1962)「 植 物 ・野 外 観 察 の 方 法 」

に よ る線 状 被 度 法 を用 い て調 査 した 。 そ の 方 法 は

甲 虫 の トラ ッ プ に設 定 した

86mの 基 線 に沿 っ て 、1m

ご と に そ の 両 側10cm内 に出

現 す る各 植 物 につ い て 基 線

と接 す る部 分 の 長 さ を測 っ

た 。 た と えばA植 物 が30cm

で あ っ た とす る とA植 物 の

被 度 は30%と い うこ とで あ

る(図3)。

調 査 結 果 と考 察

1回 か ら5回 ま で の野 外

調 査 に お い て 甲 虫 の総 個 体

数 はN-5474、14科33種 が

捕 獲 で きた 。 ハ マ ヒ ョウ タ

ン ゴ ミム シ ダマ シはN-22

72で 優 占度41.52%と 一 番

多 く、 コ ホ ネ ゴ ミム シ ダマ

シはN-2258で 優 占度41.2

5%、 次 に カクス ナ ゴ ミム シ

ダマ シ はN-409で 優 占度

7.47%で あ っ た 。 ゴ ミム シ

ダマ シ科 が 全体 の90.24%

図3.線 状被度法の測定

(沼田 真編1962よ り引用)

と優 占していた。

さらに線状被度法 による植物群落:調査で31科58

種の植物の分布のよ うすがわかった。 この調査結

果 を10mご とに、頻度(f:10m区 間での各種の

出現回数)・ 被度(C:10m区 間での各種の長さ

の総計)・ 被度の相対値(C':被 度が第一位の植

物 を100と したときの各種の相対値)を 求め、まと

めたのが表2で ある。

今回の調査結果より甲虫のN-10以 上(優 占度

0.18以 上)の ものが14種 見 られ、これを2mご と

に捕獲 された個体数で分布 を示 したのが図4で あ

藤32凪 ト31先。)(42mNo10)(搬)(撫)(聯)撫)(論)撫(1急 、11㎞

図4.地 表性甲虫の分布
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表2.線 状被度法 による植物群落調査
ライン 0 ～ 9 10 ～ 19 20 '～ 29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～85

種 名 測度 f C C' f C C' f C C' f C C' f C C' f C C' f C C' f C C' f C C'

1 ハ マ ニ ン ニ ク 9 384 100 10 634.5 100 5 199 36.9 3 117 23.4 5 252 26.0 2 57 6.5

2 エ ゾ ノ コ ウ ボ ウ ム ギ 5 103.5 27.0 10 424 66.8 7 127 23.5

3 ハ マ ニ ガ ナ 2 28 7.3 9 349.5 55.1

4 ハ マ エ ン ド ウ 8 282 44.4 6 127 23.5 1 65 13

5 シ ロ ヨ モ ギ 3 77 12.1 1 55 10.2

6 ハ マ ボ ウ フ ウ 1 6 0.9

7 キバナ ノ カワ ラマ ツバ 1 50 7.9 7 215 39.8 2 51 6.2 2 9 0.9 1 44 5.0 4 102 15.8

8 ア キ ノ キ リ ン ソ ウ 1 36 5.7 4 114.5 21.2 1 40 8 1 32 3.3 4 118 13.4 2 30 4.6 1 45 7.3 4 58 16.6

9 ノ コ ギ リ ソ ウ 1 7 1.1 3 29 5.4 1 17 3.4 1 10 1.0 1 14 2.3 2 9 2.6

10 ナ ガ バ グ サ 2 110 20.4 5 500 100 10 970 100 9 880 100 8 620 100 1 25 4.1 5 350 100

11 ノ、 マ ナ ス 9 540 100 6 245 49 4 145 15.0 5 185 26.7 3 120 18.5 2 27 7.7

12 ハ マ ハ タ ザ オ 3 11' 2.0

13 セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ 2 35 6.5 1 16 3.2

14 エ ゾ タ ン ポ ポ 1 9 1.7

15 ナ ミ キ ソ ウ 1 3 0.6 1 14 14.4 4 35 4.0

16 ウ ン ラ ン 1 14 2.6

17 オ オ ヤ マ フ ス マ 2 10' 1.9 3 19 2.0 1 9 1.0 2 20.5 3.2 1 12 2.0 3 70 20

18 エ ゾ カ ワ ラ ナ デ シ コ 2 58 10.7 2 60.5 6.2

19 エ ゾ ヨ モ ギ 3 99 18.3 2 57 11.4 1 15 1.5 6 144 16.0 4 57 7.3 5 81 13.2 5 106 30.3

20 ナ ワ シ ロ イ チ ゴ 4 220 16.1 4 256 51.2 6 2411 23.8 4 171 19.4 1 4 O.7 4 80 22.9

21 ツ ル ウ メ モ ド キ 2 45 5.7 4 218 43.6 6 138 14.2 6 187 21.3 3 79 12.2 ・1 34 9.7

22
、

ス ズ メ ノ ヤ リ 1 3 7.4 2 26 4.2

23 ヒ メ イ ズ イ 3 87 40.7 9 444 88.8 9 428 44.1 2 55 6.3

24 ヒ ロ ハ ク サ フ ジ 1 31 8.3 3 118 23.6 6 145 14.8 8 214 24.3 6 305 49.4

25 ヤ ナ ギ タ ン ポ ポ 1 40 0.6 3 48 7.4 1 8 2.3

26 エ ゾ ス カ シ ユ リ 16.1 2 60 12 6 83 8.6 7 116 13.2 3 38 5.9

27 ハ マ オ ト コ ヨ モ ギ 5.7 4 73 14.6 6 151.5 15.6

28 エ ゾ コ ウ ボ ウ 7.4 3 110 22 3 87 9.0 2 33 3.8 3 76 12.4 3 31 0.8

29 ア キ カ ラ マ ツ 工 15 3

30 ハ マ フ ウ ロ 2 132 26.4 2 25 2.6 3 48 13.7

31 エ ゾ イ タ ヤ 2 200 40 2 135 13.9 3 300 34.1 7 402 65.3 1 70 20

32 ト ク サ 1 32 6.4 6 24 2.5 7 95 10.8 2 50 7.7 8 164 26.6 2 56 16

33 ワ ラ ビ 2 197 20.3 7 410 46.6 2 70 11.0 2 38 6.1 2 60 17.1

34 ホ タ ル サ イ コ 1 53 5.5 3 55 6.3 1 13 2.1

35 ム シ ヤ リ ン ド ウ 1 20 2.0

36 カ モ ガ ヤ 1 35 3.8

37 ベニバ ナ ヒョウタ ンボ ク 3 139 15.8 2 55 8.5 5 230 37.3 1 30 8.6

38 ム ラ サ キ ベ ン ケ イ 1 17 1.9

39 ク マ イ ザ サ 2 152 17.3 4 340 97.1

40 キ ン ミ ズ ヒ キ 1 23 2.6・

41 カ セ ン ソ ウ 3 71 11.0 3 47 13.7

42 エ ゾ ノ コ リ ン ゴ 1 80 12.4

43 ヒ メ ス イ バ 1 10 1.5

44 シ ロ ツ メ ク サ 3 121 18.7

45 エ ゾ オ オ バ コ 1 15 2.3

46 オ ラ ン ダ ミ ミナ グサ 1 9 1.4

47 マ イ ヅ ル ソ ウ 6 253 41.1

48 タ ラ ノ キ 2 72 11.7

49 ミ ズ ナ ラ 8 615 100 2 110 31.4

50 ツ リ ガ ネ ニ ン ジ ン 5 94 36.4 1 26 7.4

51 ミヤ マ ハ ンシ ョウ ヅル 6 237 38.5

52 セ ン ノ キ 1 29 4.7

53 オ オ ア マ ド コ ロ 1 46 7.5

54 チ シ マ ア ザ ミ 1 43 7.0

55 オ オ ハ ン ゴ ン ソ ウ 2 97 15.8

56 ヤ ナ ギ 類 1 10 1.6

57 ノ、 ル ニ レ 2 130 37.1

58 ト ド マ ツ 1 42 12

ー
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図5.地 表性甲虫と植生の帯状分布

る。 さ ら に、 図4で 示 した 甲 虫 の 中 か ら11種 を選

び 、こ れ らの 甲 虫 を個 体 数6以 上 と6未 満 の2つ に

分 けて グ ラフ化 した。ま た、植 物 群 落 調査 で10mご

とに区 切 って 集 計 したC'の45%を 越 えて いる12種 の

もの を抽 出 して 、 頻 度 に よ っ て分 布 を示 した の が

図5で あ る。 そ こ で この2つ の図 よ り斜 里 海 岸 に

お け る地 表 性 甲 虫 の 分 布 と植 生 との 関係 につ い て

考察 して み る。

ハ マ ヒ ョウ タ ンゴ ミム シ ダマ シ はNα0か らNo.17

の トラ ッフ.に多 く捕 獲 され 帯 状 に分 布 し て い る。

この 間 の 植 生 は ハ マ ニ ンニ クー エ ゾ ノ コ ウ ボ ウ ム

ギ群 落 で あ る。 トビイ ロ ム ナ ボ ソ コ メ ツキ はNα0

か らNα23の トラ ッフ.にN-147が 帯 状 に分 布 し、

植 生 は 前 種 と同 じで あ る。

コホ ネ ゴ ミム シ ダマ シの 分 布 は主 にNα0か らNα

27ト ラ ッ プ で 捕獲 さ れ 、ハ マ ニ ンニ クー エ ゾ ノ コ

ウ ボ ウ ム ギ群 落 につ い でハ マ ナ ス群 落 に ま た が っ

て 帯状 の 分 布 が み られ る。

カ ラ カ ネハ マ ベ エ ンマ ム シ は主 にNα0か らNα17

の トラ ッ フ.に分 布 して 、個 体 数N-18と 少 な い 。

シ ラフ ヒ ョウ タ ン ゾ ウ ム シはNQOか らNQ31ト ラ ッ

プ にN-41捕 獲 され 、 植 生 は ハ マ ニ ンニ クー エ ゾ

ノ コウ ボ ウ ム ギ群 落 か らハ マ ナ スー ナ ワ シ ロ イ チ

ゴ群 落 に か け て長 く帯状 に

分 布 して い る。 ツヤ ヒ メ ミ

ゾ コ メ ツキ ダ マ シはNo.0か

らNα17ト ラ ッフ.にN-33捕

獲 され 、 主 な分 布 はNd14か

らNQ17ト ラ ップ に集 中 して

い る。

カ クス ナ ゴ ミム シ ダマ シ

はNα2か らNα63ト ラ ップ と

非 常 に長 い 帯 状 分 布 が み ら

れ る。 捕 獲 さ れ た個 体 数N

-6以 上 で み る と、NQIOか

らNα27ト ラ ッ プ に集 中 した

帯 状 分 布 が み られ る。植 生

につ い て は コホ ネ ゴ ミム シ

ダマ シ と同種 で あ る。

以 上 の こ と よ りハ マ ヒ ョ

ウ タ ンゴ ミム シ ダ マ シ、 ト

ビ イ ロ ム ナ ボ ソコ メ ツ キ 、

コホ ネ ゴ ミム シ ダマ シ、 カ

ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シ につ い て は 、 基 点 よ り内 陸

に向 っ て約27mの 帯 状 分 布 がみ られ る。 そ の区 間

の植 生 はハ マ ニ ン ニ クー エ ゾ ノ コ ウ ボ ウ ム ギ群 落

か らハ マ ナ ス ー ナ ワ シ ロ イチ ゴ群 落:に ま た が っ て

い る。 前 記 の4種 につ い て は 砂 地 を好 む 海 浜 性 の

地 表性 甲 虫 とい え る。

キ ボ シ ヒ ラ タケ シ キ ス イはN-17捕 獲 され主 に

Nα18か らNα51ト ラ ッ フ.にみ ら れ た。 オ オ ヒ ラ タ シ

デ ム シ はN-61捕 獲iさ れNα28か らNQ81ト ラ ッフoに

帯 状 の分 布 が み られ る。 カ ラ フ トマ エ モ ンシ デ ム

シはN-10と 少 な い がNα32か ら捕 獲 され 、 内 陸 の

NQ75ト ラ ップ まで ポ ツ ポ ツ と点 在 して い る。 サ ビ

キ コ リはN-11と 少 な く、 主 な分 布 はNQ42か らNα

63ト ラ ップ に み られ る。

上 記4種 の分 布 はNα28か らNQ67ト ラ ッ プ に多 く

分 布 して い る。 この 区 間 の植 生 をみ る とナ ガバ グ

サー ヒ メ イ ズ イ群 落 か らナ ガ バ グサ ー ワ ラ ビー ヒ

ロバ クサ フ ジ群 落 と な っ て い て 海 岸 草 原 の 特 徴 を

して い る。 こ の こ と よ り4種 の 甲 虫 はNα28ト ラ ッ

プ付 近 を境 と して海 浜 性 か ら内 陸 性 の 甲 虫 の 移 り

変 わ り が あ る と思 われ る。

セ ンチ コ ガ ネ はN-54でNQ30ト ラ ッフ。か ら捕 獲

されNQ85ト ラッフ.まで み られ る。な お 、Nα68ト ラッフ.

か らは個 体 数 も多 く帯 状 の分 布 が み られ る。
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カラフ トチ ャイロコ ガ ネ はN-24と 少 な い がNσ64

トラ ップ か らNσ85ト ラ ップ まで 帯状 の 分 布 が み ら

れ る。 ホ ソ ム ネ コ チ ビ シ デ ム シはN-74でNα68ト

ラ ップ か らNo85ト ラ ップ ま で 帯状 の 分 布 が み られ

る。

小 道 をは さ ん だNQ68ト ラ ップ か ら第2砂 丘 の ピ

ー クNα85ト ラ ップ まで の 植 生 をみ る と、 木 本 の ミ

ズナラ ・エゾイタヤ群落、そして林床 にはマイヅ

ルソウ、クマイザサなどが生えている。上記3種

の甲虫は内陸性が強く林内 を好む甲虫 と思われる。

以上のことより甲虫の帯状分布には植生との関

連があり、汀線から内陸に向けて ミすみわけ鳶が

みられた。

写 真1.Nα7の トラ ッ プ と そ の 写 真2.

周 辺 の植 生

甲虫の採集の様子 写真3.線 状被度法 による植物

群落の調査

2.砂 丘 ・砂 浜 植 物 の 帯 状 分 布

調 査 方 法

A.調 査 地 は斜 里 町 以 久科 原 生 花 園 で 、地 表 性 甲

虫 の調 査 地 よ り西 側 に5mほ ど寄 っ た 所 に並 行 し

て とっ た(図1)。

B.調 査[は1981年7月25日 に方 形 区Nα1か らNα

37ま で の37m区 間 、7月26日 に は方 形 区Nα38か ら

Nα69ま で の32m区 問 を調 査 した。

C.調 査 方 法

①1m×1mの 規 則 的 わ くに よ るベ ル ト ・ トラ

ンセ ク ト法 に よ っ た(図6)。

表3.被 度階級

地表を覆:う面積の

割 合

100～76%

75

50

25

5

1

～51%

～26%

～6%

～1%

%以 下

被度記号

4

3

2

1

1

十

被 度 階 級4～1

は そ の ま ま

1'は0.2

十 は0.04で 計 算

② 被 度 の求 め 方 は ペ ン フ ァウ ン ド ・ハ ワ ー ド法

を用 い、6段 階 の 被 度 階 級 で あ らわ した(表3)。

③ 調査 用 具50mの 巻 尺1個 、 コ ンベ ッ クス1

個 、30cm物 差(2本)、 自製 の 方 形 わ く(木 材4本

でlm×1mの 正 方 形 の わ く を作 り、 真 中 の50cm

の と ころ に縦 ・横 そ れ ぞ れ に タ コ糸 を張 っ た もの)

2組(写 真4)、 画 板 と調 査 カ ー ドを2組 、 筆 記 用

具 。

汀線 よ り内陸 の38mま で は植 物 が 生 育 して い な

い裸 地 で あ っ た 。 こ の38mを 基 点 と して、 汀線 と

垂 直 に内 陸 へ 向 か っ て107mま で の 直 線 を引 き、

これ を基 線 と した 。 そ こでlm四 方 の 方 形 わ く を

左 右 交 互 に と り、 偶 数 の 方 形 区 と奇 数 の 方 形 区 と

を2つ の 班 が 分 担 し、 そ れ ぞ れ同 時 に調 査 を行 な

っ た 。 調 査 の 方 法 は方 形 わ く内 に あ らわ れ る各 植

物 の 地 面 を覆 う面 積 の割 合 を調 査 カー ドに 図示 法

で 記録 し、被 度(C)を 求 め た 。 さ ら に方 形 わ く

オ ≧
ホ 汀線

1〆

;
海

1m

線

弓

No.1 1m No.3 No.5 No.67 No.69

38m
No.2 No.4 No.68

基
線

図6.規 則 的 わ くに よ るベ ル ト ・トラ ンセ ク ト法
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写 真4.中 心 に タコ 糸 を張 っ た1㎡ の 方 形 わ く

図7.自 然1高(H)と 全長(h)(沼 「H真 編1969)

内 で の 同 一…植 物 の う ちで も っ と も背 の 高 い植 物 の

自 然 の ま まの 高 さ(H:自 然 高)を 測 り(図7)、

また 方形 わ く内 全体 の被 植 率 を求 め た 。 例 と して

方 形 区Nα1、M22、Nα51の3区 の調 査 カ ー ドの 図

示 法 を図8に 示 す。

調 査 結 果 と考 察

各 方 形 区 につ い て 帯状 測 定 した結 果 を調 査 カー

ドよ り調 査 結 果 カー ドに転 記 して 一 覧 表 に ま と め

た(表4)。 それ を7m、13m、10m、10m、17m、

12mと6区 間 に く ぎ り、 各 区 間 ご と に 平 均 被 度

(C)、 平 均 の 自然 高(H)、 頻 度(F)を 求 め た 。

さ ら に各 区 間 ご と に最 高 の 値 を100と し、 被 度 の

相 対 値(Cり 、草 丈:の 自然 高 の相 対 値(Hっ 頻 度

の相 対 値(P)を 求 め た 。そ して群 落 内 の 各 植 物

の量 的 関 係 を さ ら に は っ き りと と ら え る た め に積

算 優 占度(SDR)の 算 出 を した。 こ こ で の積 算

優 故 の算 出 方 法 はSDR・ 一c+号1+FFで 求 め

た 。

この よ う に総 わ く69の 調査 方 形 区(汀 線 よ り107

m)の 間 に生 育 して いた植 物 は22科39種 で あ り、そ

の う ち区 問 ご と に 、被 度 、 積 算 優 占度 が 高 い もの

を3種 類 つ つ 選 び、 そ れ らll種 類 につ い て方 形 区

ご との 被 度 を示 した の が 図9で あ る。

A.汀 線 よ り38mは 植 物 が生 育 して い な い裸 地 な

の で無 植 物 帯(A・)と い え る。

39mか ら45mの 区 間(方 形 区Nσ1～7)は ハ マ

ニ ンニ クのSDRが83.3%、 ハ マ ニ ガ ナ は49.7%

オ カ ヒ ジ キ は40.5%で あ る。 し か し、 オ カ ヒ ジ キ

はSDRが 低 い が 、 頻 度 が 高 いの で 、 こ こ を オ カ

ヒ ジキ 群 落(A2)と した 。

こ こは 大 潮 の 際 な ど に 打 ち上 げ られ た 有 機 物 が

砂 中 で 分 解 し、一 時 的 に栄 養 分 が 多 く な る立 地 が

形 成 さ れ、 そ こ に好 窒 素 性 一年 生 草 本 の オ カ ヒ ジ

キ が一.一時 的 に まば ら な繁 殖 をす る と考 え られ る。

汀線 よ り45mま で の 区 間 の 平 均 被 植 率 は0.96%と

低 く、 こ こ まで を不 安 定 帯 と した 。

B.46mか ら58mの 区 問(方 形 区Nα8～20)の 平

均 被 植 率 が66.9%と 増 え、やや 密 な群 落 を もつ。こ

こ での 群 落 優 占種(群 落 構成 に非 常 に大 き く影響

を及 ぼ す種)は ハ マ ニ ンニ クや エ ゾ ノ コ ウ ボ ウ ム

ギ な どの根 茎 の 発 達 した植 物 、 また はハ マ ニ ガナ

な どの 長 い ほ ふ く茎 を も っ た 多年 生 草 本 で あ る。

.4一A

方形区No22 方形 区Nα51

1.オ カ ヒ ジ キ12.キ バ ナ ノ カ ワ ン

2.ハ マ ニ ガ ナ マ ツ パ

3.ハ マ ニ ン ニ713.ナ ワ ン ロ ズ ‡ コ

4.エ ゾ ノ コ ウ ポ ウ14.ア キ カ ラ マ ソ

ム キ15.ト74L

5.ハ マ ボ ウ フ ウ16.ハ マ フ ウ ロr」7

6.ハ マ エ ン ド ウ17.ハ マ オ トコ ヨ モ キ

7.ハ マ ナ ス18.ツ ル ウ メ モ ト 峯

8.シ ロ ヨ モ ギ19.エ ゾ ス カ ン ユ リ

9.ヤ ナ ギ タ ンボ ポ20.エ ゾ ヨ モ 三.

10,ナ ミ キ ソ ウ21.'ワ ラ ヒ

11.ヒ ロ ハ ク サ フ ジ

図8.調 査 カ ー ド の 図 示 法
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表4.植 物群落調査結果
被植率(%) 1%以 1%以 1%以 0 0 20 20 S 35 35 40 70 60 55 85 80 80 80 75 80 95

S 90 100 95 100 85 95 90 95 90 85 S 95 90 90 95 95
距 離(m) 39 40 41 42 43 44 45 平 均 値 相 対 値 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 平 均 値 相 対 値 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 平 均 値 相 対 値 69 70 71 72 73D D D方形唇o陶

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 ユ8 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35植 物 名 CH CIH覇 CIHI CH CH CH CH C H F C' H' P R C・H CH CH CH CH CH CH CH 「 CH CH CH CH CH C H F C' Hp F'
R

CH CH CH CH CH CH C,H CH CH CH C H F C'、 H' F' R CH CHl CH CH CH

1 オ カ ヒ ジ キ 十'1 十。3 十:1 十1 002 086 571 118 93 100 404 十15 o 0003 012 77 01 02 77 27
量 , 1

2 ハ マ ニ ガ ナ 十 3 : : 14 015 1 286 882 108 501 497 r1 13 13 15 13 13 24 23
ll
l35 13 08 485 769 336 72 769 392 12

,

: 「 01 02 10 62 03 10 55 匠 1

3 ハ マ ニ ン ニ ク
: :

144 1h21 017 929 286 100 100 501 834 277 259 260 371 255 365 385 364 260
,169

355 269 390 238 676 100 100 100 100 100 397 485 299 289 296 184 1り59 160 144 669 80 889 100 80 896 8 192 1`60

4 エ ゾ ノ コ ウ ボ ウ ム ギ ,

r60 122 154
1

115 129 115 1'16 2'19 225 220 088 212 769 37 313 769 484 222 225 143 226 1.34 244 1129 223 1.28 218 16 292 100 988 436 100 808 126 127 117 1'18 110

5 ハ マ ホ ウ フ ウ 1

十1
1 1

1'6 002 054 154 08 08 154 57 115 十15 1`11 ` : σ 02 42 30 123 63 30 162
6 ハ マ エ ン ド ウ … 113 115 218 1.14 122 122 042 8 462 176 118 462 252 116 131 142 L29 19 18 1 110 123 048 168 80 296 251 80 449

,127 11h28
129 ,

11'26

7 ハ マ ナ ス 豊 117 十7 138 1030 131 123 226 325 118 11 215 90 679 321 90 633 3ひ31 2135 3e37 222 231

8 シ ロ ヨ モ ギ o
駈 , o 115 15 115 022 35 30 136 52 30 163 o

9 ヤ ナ ギ タ ン ポ ポ o

十29 140 1'40 138 145 1'38 018 23 60 111 34 60 248 161

10 ナ ミ キ ソ ウ o 十8 1'18 113 十24 十14 十'16 1'15 十9 008 117 80 49 175 80 341 1 141.9 1'14 十15
11 ヒ ロ バ ク サ フ シ 1 戸 ,

167 124 120 1.17 024 128 40 148 191 40 246 }

12 ノ コ キ リ ソ ウ :
崔

1'34 127 1 161124十6 十19 017 126 60 105 188 60 298 十17 132 124 123 143
o ♂ 8

13 エ ソ カ ワ ラ ナ デ シ コ 1'61 002 61 10 12 91 10 68 1 150

14 キ バ ナ ノ カ ワ ラ マ ツ バ
o

:
匹

144 350 164 364 255 355 147 356 162 435 80 100 650 80 817 144 251 254 351

15 ハ マ ハ タ サ オ
o

o

5

146 15 12 138 143 124 036 158 60 222 236 60 353 131 130 138 十27 147

16 タ ン ポ ポ 類
1

伽 112 14 14 112 十 膨5 016 37 50 99 55 50 218

17 ウ ン ラ ン
o

9 f

1「285
夢 阜

十4 002 33 20 12 49 20 87 1 十:13
`

18 ナ ワ シ ロ イ チ コ o 纈
1 1 2325 : 02 33 10 123 49 10 91

19 オ オ ヤ マ フ ス マ : : 十8
σ

十10 0008 18 20 05 27 20 77 117 15 115 十14

20 ア キ カ ラ マ ツ
o

匪 十34 0004 34 10 02 51 10 51 1 :
21 ア キ ノ キ リ ン ソ ウ o i 151 141 02 92 20 123 138 20 154

, '

123 143

22 ナ カ バ グ サ : , = 巳 149 147 146 022 142 30 136 212 30 216 165 十52 130 十49

23 ト ク サ 巳

1

, 8
十26

e
十30 十'26 十:27

24 ハ マ フ ウ ロ ウ o 1

, 1 十5
o :

25 ハ マ オ ト コ ヨ モ キ 1 疇
伽 , 1

26 ノ ル ウ メ モ ト キ f 8 8 1 膨

27 エ ソ ホ ウ フ ウ
o

1,

28 ツ リ ガ ネ ニ ン シ ン o ` 8 1,
29 ス ス メ ノ ヤ リ

1

!
1

30 エ ソ ス カ シ ユ リ , 巳
1

,
, ,

3⊥1 ヒ メ イ ス イ 1

o

i l
l i

1

32 エ ソ イ タ ヤ
「

　o o

33 エ ソ ヨ モ キ 辱 o
} i

}
o

34 ワ ラ ヒ
`

1
1 1

e : , ,

35 ム ン ヤ リ ン ト ウ :
o 1 o

i

1 o 屡

36 ク マ イ サ サ
,

1 `

37 チ シ マ ラ ノ キ ョ ウ
i

38 ス ス キ f , ∂ ,

、

39 ン ロ ソ メ ク
o

直率(%) 100 100 100 100 100 S 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 S 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 S
距 離(m) 74 75 76 77 78 平 均 値 相 対 値

D
79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 平 均 値 相 対 値 D

96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 平 均 値 相 対 値 D方形区θ陶 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69

植 物 名 CH CH CH CH CH C H F C' H' F'
R

CH CH CH CH CH CH CH CH CH CH CH CH CHl CH CH CH CH C H F C' H' F'
R CHl CH CH CH CH CH CH CH, CH CHl CH CH C H F C' H' F'

R
、

1 オ カ ヒ ン キ 歴 , ,

:
[

o

2 ハ マ ニ ガ ナ , o

3 ハ マ ニ ン ニ ク 1105 192 194 180 052 523 60 321 100 67 664 198 295 175 184 160 176 175 188 029 383 471 117 599 471 396 169
` ` , , , 141 01 92 167 52 173 167 131

4 エ ソ ノ コ ウ ホ ウ ム キ 145 036 143 60 222 273 67 388 240 145 018 50 118 73 78 118 90

5 ハ マ ホ ウ フ ウ ' 重 8 「 戸

6 ハ マ エ ン ト ウ 2415 138 170 142 074 302 80 457 577 89 641 158 148 146 174 159 141 026 192 353 105 300 353 253 164 002 53 83 10 100 83 64

7 ハ マ ナ ス 138 246 1/50 141 162 331 90 100 633 100 878 139 180 180 198 3ユ00 270 269 1'40 1161 259 281 393 473 127 555 765 514 869 765 716 3173 260 3'59 1154 356 1.53 260 1140 240 「 135 158 442 833 823 832 833 829
、

8 ン ロ ヨ モ キ 1
1

5 5

9 ヤ ナ キ タ ン ポ ポ 十46 1 34 1'38 170 Ol6 249 50 99 476 56 378 181 158

,

012 82 118 49 128 118 98 1.60 165 156 136 160 161
,

141 052 316 583 271 595 583 483

10 ナ ミ キ ソ ウ 十11 十29 1 58 1'34 011 184 80 68 352 89 437 十53 十69 十58 十52 十24 十41 十18 130 十41 008 227 529 32 355 529 305 115 十16 133 004 53 250 21 100 250 124

11 ヒ ロ ハ ク サ フ シ 132 350 248 277 08 207 40 494 396 44 443 285 189 2104 1ユ03 1101 173 161 115 164 357 166 160 142 393 174 095 639 882 385 100 882 756
5270

141
,1.44 1'61 165 139 2.50 1161 1144 147 146 269 112 531 100 583 100 100 861

12 ノ コ キ リ ソ ウ 132 1'32 1 50 022 253 80 136 484 89 503 十32 146 1

156 007 791 176 28 124 176 109 : 156 008 47 83 42 89 83 71

13 エ ソ カ ワ ラ ナ テ シ コ 265 022 115 20 136 220 22 192
8 : : L37 , 巴

十20 002 48 167 10 90 167 89

14 キ ハ ナ ノ カ ワ ラ マ ソバ 267 168 1 32 148 268 134 483 90 827 924 100 917 147 1102 110 163 141
量 r47 142 142 160 039 267 529 158 418 529 368 245 182 177 : 269 245 270 4165 242 3156 223 2.46 192 517 917 100 974 917 964

15 ハ マ ハ タ サ オ 140 十43 035 256 70 216 489 78 495 1

1 1

o

「 1
1

16 タ ン ポ ポ 類 1 29 十10 126 004 65 30 25 124 33 160
, , 1 3 : ,

17 ウ ン ラ ン 0004 13 10 02 25 11 46 1 ,

18 ナ ワ ン ロ イ チ コ 130 153 243 032 126 30 198 241 33 256 173 351 296 2 185 260 275465 460250365 459 3.71 355 236 2153 239 247 619 100 100 969 100 990 1 135 244 336 139 058 128 333 302 241 333 292

19 オ オ ヤ マ フ ス マ 112 r16 026 69 60 160 132 67 321 1 十19 0002 11 59 008 17 59 26 112 r34 十15 1"12
1

十6 110
: f213 ,

228 041 108 667 214 203 667 361

20 ア キ カ ラ マ ノ 180 179 117 176 019 148 235 77 231 235 181 178 136 阜 017 95 167 89 175 167 144

21 ア キ ノ キ リ ン ソ ウ 364 170 279 159 09 338 60 556 646 67 624 161 006 36 59 24 56 59 46 o 159 152 1'42 130 155 028 198 417 146 373 417 312

22 ナ カ ハ ク サ 1 48 154 459 065 357 70 401 683 78 621 455 460 450 474 094 141 235 381 221 235 279 445 283 462 4'50 178 467 440 192 354 583 100 667 583 750
∂

23 ト ク サ 148J 十45 十24 →一35 005 262 80 30 501 89 474 134 →一39 445 434455 237 1 57139 091 200 471 368 313 471 384 o , 1

24 ハ マ フ ウ ロ ウ 118 1 18160134 245 052 180 60 321 344 67 445 260150140 179 163 136 041 193 353 166 302 353 274 σ

25 ハ マ オ ト コ ヨ モ キ 158141 02 99 20 123 189 22 177 164 1 80r55 十70 145 Ol 185 294 40 290 294 208 154 161 1.62 154 154 149 150 144 1 1163 1 174 077 471 833 401 887 833 707

26 ノ ル ウ メ モ ト キ 十37 151 1'33 004 121 30 25 231 33 195 1381781171156 1681 54 1351 12 1'35
ず ,

: 035 302 588 142 473 588 401 1"32



ナ ガ バ グ サ

ワ ラ ビ

ヒ ロ ハ クサ フ ジ

被度

n4

且3

且2

且1

ナ ワ シ ロ イ チ ゴ

ハ マ ナ ス

キバナノカワラマツバ
且.1'

ハ マ エ ン ド ウ

皿十

エゾノコウボウムギ
、

ハ マ ニ ン ニ ク
、、

ハ マ ニ ガ ナ

オ カ ヒ ジ キ

瀧

オ
ホ
↓

ク
海

繍

38m

38m45m48m 58m 68m 78m

無植物 帯

A1

88m95m98m

不 安 定 帯

(1)オカヒジキ(2)ハ マニ ンニク

オカヒジキ
ハマニンニク ハマニンニク

キバナノカワラ ナワシロイチゴ

群 落 エゾノコウボウムギ エゾノコ躰 ウムギ マツバ ワ ラ ビ

ハマニガナ群落 キバナ肋 ワラマツバ ハマナス群落
ヒロバ クサ フジ群

A2 B1 B,群 落 C1 C2
世
宙 半安定帯 安 定 帯 一

キバナノカワラマツバ

ハ マナ ス

ヒロハ クサフジ

C3群 落

2

m
の

小
道

(7)ハ マエ ン ドウ(8)ナ ワシロ イチゴ(9)ワ ラ ビ

(3)エ ゾノ コウボ ウムギ 〔4)ハマ ニ ガナ(5)キ バナ ノカ ワラマ ツバ(6)ハ マナ ス

(10)ヒロバ クサ フ ジ(11)ナ ガバ グサ

図9.斜 里海岸の植生帯(海 浜植物11種 についての被度 を示す)

1ハ ーマニ!ニ ク

2エ ソ ノコウ ホ ウム ギ

3ノ 、r7_]=ン ト・レ

4ハ マ ナ ス

5ヤ ナ キ タ ンホホ

6ナ ミ キ ノ ウ

7ノ コ キ リソ ウ

8キ ハ ナ ノカ ワ フマ ノハ

9ハ マ ハ タサ オ

10タ ン ポ ポ 類

図10.フ ァイ トグ ラ フ法 に よ る方 形 区Nα21～30の 植 物 群 落 測 定(21種 の う ち10種 に つ い て)
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そ れ で こ こ をハ マ ニ ンニ クー エ ゾ ノコ ウ ボ ウ ム ギ

ー ハ マ ニ ガ ナ群 落(B・)と み な した 。

59mか ら68mの 区 間(方 形 区Nα21～30)の 平 均

被 植 率 が92.5%と 高 く な る。 こ こで は ハ マ ニ ン ニ

クの優 占種 は 変 わ らな い が、 次 にキ バ ナ ノ カ ワ ラ

マ ツバ 、 エ ゾ ノ コ ウ ボ ウ ム ギ 、 そ して 夏 緑 低 木 の

ハ マ ナ ス が 生 育 して い る。 こ こは群 落優 占種 を は

っ き り と見 る た め に、半 径 の 軸 を100%と して 各 種

類 ご と にCくHlF'の 測 定 値 を記 入 し、 そ れ を む

す ん だ三 角 形 の 面 積 の 大 き さで 表 わす フ ァ イ トグ

ラ フ も書 い た(図10)。

こ れ ら を も と に して この 区 間 を、 ハ マ ニ ンニ ク

ー キ バ ナ ノ カ ワ ラ マ ツバ ー エ ゾ ノ コ ウ ボ ウ ム ギ群

落(B・)と 見 な した 。 被 植 率 も高 く、 低 木 の ハ マ

ナ ス が見 られ る こ と な ど か ら、砂 丘 の 立 地 は か な

り安 定 して き て い る と い え る。 前 に述 べ た ハ マ ニ

ンニ クー エ ゾ ノ コ ウ ボ ウ ム ギー ハ マ ニ ガ ナ 群 落

(B・)と ハ マ ニ ンニ クー キ バ ナ ノ カ ワ ラ マ ツバ ー

エ ゾ ノ コ ウボ ウ ム ギ群 落(B・)ま で を 半 安 定 帯

(中 間 帯)と した 。

C.69mか ら78mの 区 間(方 形 区NQ31∵40)の 平

均 被 植 率 は96.5%で あ る。 こ こで の 被 度 の 高 い順

で'はキバ ナ ノ カ ワ ラマ ツバ 、ハ マ ナ ス、 ハ マ ニ ン

ニ ク、 ア キ ノ キ リ ン ソ ウ、 ハ マ エ ン ドウ で あ り、

砂 丘 を固定 す る植 物 が生 育 す る。 そ こ で 、 こ こ の

群 落 をキ バ ナ ノ カ ワ ラマ ツ バ ー ハ マ ナ ス群 落(C・)

と した 。

79mか ら95mの 区 間(方 形 区NQ41～57)の 平 均

被 植 率 は100%で あ り、立 地 は 安 定 して い る。 こ こ

の 群 落 優 占種 は ほ ふ く性 の落 葉 低 木 の ナ ワ シ ロ イ

チ ゴ で あ り、 順 次 ワ ラ ビ 、 ヒ ロバ クサ フ ジ、 ハ マ

ナ ス 、 エ ゾ ス カ シユ リ、 エ ゾ ヨモ ギ 、 つ る性 の ツ

ル ウ メ モ ドキ が 見 られ る。 こ こ を ナ ワ シ ロ イチ ゴ

ー ワ ラ ビー ヒ ロ バ クサ フ ジ群 落(C2)と した。

96mか ら107mの 区 間(方 形 区Nσ58～69)に は キ

バ ナ ノ カ ワ ラ マ ツ バ 、ヒ ロバ クサ フ ジ、ハ マ ナ ス 、

ナ ガバ グサ 、 ハ マ オ トコ ヨモ ギ な どが 多 く見 られ

る。 この 区 間 は 内陸 性 の 植 物 で あ る ム シ ャ リ ン ド

ウ 、 ヤ ナ ギ タ ン ポ ポ 、 オ オ ヤ マ フ ス マ な ど が混 在

して生 育 じて い る。 こ こ をキ バ ナ ノカ ワ ラマ ツバ

ー ヒロ バ クサ フ ジー ハ マ ナ ス 群 落(C3)と 見 な し

た。

この よ うに69mか ら107mま で の38m間 は塩 分 ・

飛 砂 な どの 影 響 の 少 な い安 定 帯 と い え る。

な お!07mよ り内 陸 は 幅2mの 小 道 を は さみ ミズ

ナ ラ林 が 密 生 して い る。

これ らの こ とよ り砂 丘 ・砂 浜植 物 は 汀線 に沿 っ

て 明 瞭 な植 生 帯 を作 っ て お り、 浜 風 や塩 分 な どの

環 境 に対 す る ミす み わ け鳶 が 見 ら れ て い る。

写 真5.ハ マ ニ ンニ クー エ ゾ ノ 写 真6.図 示 法 に よ る植 物 群 落 写 真7.キ バ ナ ノ カ ワ ラマ ツバ

コ ウボ ウムギ 群 落 で の測 定 の 記録 一 ハ マ ナ ス群 落 で の 測 定

今後の課題

1981年 も昨年に引き続 き、地表性甲虫の室内観

察 を行ない概 日周期 を調べたが、新 しい飼育環境

に移 してすぐに観察 を行なったため、甲虫が環境

に適応せず、よい結果が得 られなかった。 また、

我 々が飼育 したオオヒラタシデムシはふ化 し幼虫

になったが、どのような餌 をどのようにして与え

たらよいのかわからず死亡 した。これらのことよ

り各甲虫の飼育環境 を改善 して研究 を継続 したい。

さらに今回の調査で行なわなかった汀線 から内陸

に向けての無植物帯 に、はたして海浜性の地表性

甲虫が分布 しているのかどうか調査 してみたい。

植物群落調査については1981年 の7月 下旬の1

回の調査であったので、次の調査時期は春 と秋の
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調査 を行 なってみたい。また植物密度 を調べ、 さ

らには植物の生活形と生育型の調査 を行なってみ

たい。そして海側から内陸へ向って土壌の粒子が

どのように変化 をするのか、 さらに土壌の水素イ

オン濃度(pH)を 調べてみたい。

37～42共 立 出版

付 記 この二編の研究課題は1981年11月14日

から15日 に千歳市 においておこなわれた第20回 北

海道理科研究発表大会の生物部門で発表 しました。

研究課題1の 地表性甲虫の分布 と植生については

奨 励賞 を、また 研 究 課 題2の 砂 丘 ・砂 浜 植

物の帯状分布については総合賞 を受賞 しました。

さらに、読売新聞社が主催す る第25回 日本学生科

学賞北海道審査(1981年12月12日)に 二編 を応募

し、研究課題1に おいて高校の部で佳作入賞 しま

した。

生 物 部 々 員

3年 松木昭夫

2年 安藤 宏、中島

1年 阿部宏一、加藤

渡辺正志

徹、能戸隆志、渡部隆二

淳、川北 尚司、本庄信夫
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